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pH 7の条件下 0.25 Vにおいて 20 mA/cm2の電流密度を達成した。このバイオカソードを、バイオ燃料
電池の正極として用いることで、10 mW/cm2の出力を達成した。 













審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
 
中性、常温、常圧という非常に穏和な条件下で電気化学反応を効率よく進行させるためには、高活性電
極触媒の開発と同時に、電極上に有効に修飾する手法の開発が必須となる。本研究では、中性条件で
は非常に不活性な酸素と水のそれぞれの電気化学反応について、高活性機能電極の開発に取り組んで
いる。高活性触媒を電極上に高密度に修飾し、なおかつ電極との高効率電子移動および電極表面の触
媒への速やかな物質輸送を実現している。本研究で示された高機能電極は人工光合成やバイオ燃料電
池など次世代エネルギーデバイスの開発を大いに進展させるものであり、さらに高機能電極のデザインの
ストラテジーは応用性が高く発展性が見込める。 
 
〔最終試験結果〕 
  平成２６年２月１３日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
 
〔結論〕 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
